
●孤高の人

「こんなことしてていいのかな…？」
「えっ…何か問題ある？」
「だって、Ａだけ一人で、あんなに」
「気にすること無いんじゃない。所長
だって何にも言わないし…」
「何か、気が引ける…」
「ホント、鼻につく」
「そういう意味じゃなくて…」
「いいんじゃない…経験者なんだし。
仕事ができる人がバリバリやれば…」
「…」
「私たちは、できることをやっていれ
ばいいのよ」
「そうそう！Ｂは何が心配なの？」
「Ａを手伝おうなんて、変な気を起こ
さないでよね」
「でも…」
「そんなに心配なら、所長に聞いてみ
たら？」
所長のＣはパソコンでゲームに夢中
で、職場で何が起こっているかなど、
眼中にない。
「し、所長…」
「…」
「所長！」
「えっ…何？急ぎ？」
「い、いえ…」
「じゃ、後にして」
Ｃ所長はＢに見向きもしない。
「だからさ、所長があれだから…」
「確かにね…まじめに仕事をするほう
がバカバカしい」
入社して間もないＢにとって、信じ
られない職場だった。黙って仕事して
いるＡもＡだ。
Ａは黙っているだけで、まさに我関
せず、目の前の仕事の山を黙々と崩し
ている。さすがに見かねたＢが、Ａに
声をかけた。
「あの…手伝いますが…」
「あんたもにらまれるよ」
「えっ…」
「余計なことはしない方がいいよ」
「…」
Ｂはその夜、パートナーに愚痴をこ
ぼした。
「このままじゃ、仕事をしてる意味が
全然わからない…」
「そのＡって、よほど強い人か、変わ
り者か…」
「でも、逆にうらやましい…」

「どうして？」
「余計な雑音を気
にしないで、仕事
を黙々としている
ほうが、はるかに
健全じゃない？」
「でも、あなたに
はそれができるの
かな？雑音を気に
しないで…」

「…」
「気持ちに素直に従ったらいいんじゃ
ない？応援するよ」
「ありがとう」
翌日、Ａ以外に誰もデスクに居ない
職場で、Ｂが席に着くのをみると、動
揺でざわめいた。
「ねぇ、見てよ！Ｂが…」
「えっ…仕事するつもり？」
「釘刺しといた方がいいよ」
「ちょっと！Ｂ！」
「は、はい…」
「ちょっと！こっち！」
「あのさ、あんた何考えてんの？」
「やっぱり、仕事を…」
「はぁ！？頭大丈夫？」
「…」
「まぁまぁ、仕事をしたいっていうん
だから…」
「Ｃ所長…」
「私に対する当てつけでしょ、ね！」
「そ、そんなことは…」
「ま、好きにすればいいよ。この後ど
うなっても知らないけど…」
仕事をしない一同が、侮蔑の笑いを
Ｂに向けると、そそくさと職場からい
なくなった。Ｂは、不安半分、期待半
分で、席に着いた。Ａは何事もなかっ
たかのように、いつものごとく、黙々
と仕事をしている。
「…あの…」
「…」
「…あの…Ａさん…」
「…何！？」
「あ…い、いえ…」
そうか、自分の仕事だけを考えて、
黙々と仕事をすればいいんだった。Ｂ
は改めて未知の世界に一歩踏み込んだ
ことを実感した。
「…あの…」
「…」
「…あの、Ａさん…」
「はぁ…だから、なに？」
「あの…この部分なんですが…」
「あ、これ？ここはね、分ける必要は
ないの。まとめて処理して構わない」
「あ、そうなんですね…ありがとうご
ざいます」
「…」
なんだ、不愛想なのかと思ったら、
ちゃんと教えてくれるじゃない。Ｂは
何とか仕事をまともに進めることがで
きそうな気がしてきたことで、ホッと
した。

気難しそうなＡに分からないことを
聞くのは勇気がいるけれど、スムーズ
に話ができそうなタイミングも、Ｂに
は徐々に分かってきた。ただ問題は…
「ずいぶん頑張ってるようだけど…」
「し、Ｃ所長…」
「Ａに頼りきりだね…」
「…」
「私の命令を無視して…」
「命令を無視、って！？そんな…」
「じゃあ、なぜ私からの指示を待たず
に、勝手に仕事を進めるんだ？」
「何も、することが…」
「職場の輪を乱すのは、頂けないな」
「…」
「協調性がないと、誰かさんみたい
に、職場のたらいまわし…」
目の前にＡが居ることもお構いなし
で、Ｃ所長はＢに続けた。
「よく考えることだね」
Ｂは、デリカシーの無いＣの言動に
吐き気がした。でも、Ａが職場のたら
いまわし、って、どういうこと？私も
そうなる…！？Ｂは思い切ってＡにぶ
つけてみた。
「その通りだけど…」
Ａはあっけらかんと答えた。
「ずーっとですか？」
「5年位前から、かな？」
「そうですか…じゃあ、私も…」
「それはないと思う」
Ａがあまりに毅然と答えたので、Ｂ
は逆に驚いた。
「えっ、どうして…？」
「どうして、っていわれても、多分そ
うだと思う。前にもそうだったから」
「そ、そうなんですか？」
「うん…」
「この先どうなるのか、心配…」
「心配はいらないと思う」
「…」
なぜＡが、そんなに確信をもって、
心配いらない、などと言えるのか、Ｂ
には全く分からなかった。Ａ独特の励
ましなのか…
そんな中で、Ａのハラスメント行為
についての申告が苦情処理委員会にあ
った、ということで、Ｂも聞き取りの
対象となった。が…いったい誰が？
「えっ…私が被害者！？」
「君を救うためだ」
「所長のおっしゃる意味が、全く分か
りません」
「だから！Ａから君を解放するための
方法なんだ」
「私に不満はありません、それに、そ
んなウソの申告を…だれが…」
Ｂの、ウソの申告、という言葉に、
Ｃは動揺した。まずい…
「職場に残りたければ、ハラスメント
を受けた、と答えるんだ」
「そ、そんなことは、できません」
「何度も叱られていただろう」
「それは、私が間違っていたから…」
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「それはハラスメントだ」
「ですが…」
「所長の私の判断だ」
「…」
「聞き取りでの君の回答次第で、今後
の処遇が決まる。まぁ、よく考えて対
応するんだな」
なぜこんなことになるのか、Ｂは自
分の境遇を恨んだ。それ以上にショッ
クだったのは、Ｃ所長が、ウソをつく
よう自分を脅したことだ。このままで
はＡと一緒に葬られるかもしれないけ
れど、さりとてウソなど絶対につきた
くない。Ｂは腹を決めた。
「申告したのは、あなたじゃない？」
「私ではありません」
「そうですか…」
「それに、Ａさんから、ハラスメント
何て、何も受けていません」
「きつい叱責を繰り返し受けて…」
「Ａさんは不愛想に見えますが、仕事
をきちんと教えてくれます」
「そうですか…」
しばらくすると、この申告について
の判断が示された。Ａのハラスメント
を認め、被害者であるＢは人事に異
動、Ａも別の部署に異動、となった。
「会社の判断には納得ができません」
Ｂは、新たな人事部の上司に思い切
って気持ちを告げた。
「正義感の強い君のような人には、許
せない気持ちになるのは理解できる」
「何よりもＡさんが気の毒で…」
上司のＤは一つため息をつくと、Ｂに
対して念を押した。
「君は人事部のスタッフとして、社内
の様々な人事案件に関わっていく」
「はい…」
「それらの情報は、一切他言無用だ」
「もちろんです」
「その中には、今回のように、理不尽
と思えるものもある。だが、それは職
場の維持を考えた経営判断だ」
「…」
「その点はしっかりと理解をしておい
てもらわないと困る」
「はい…」
「いずれ君も知ることになるから、話
しておこうと思うが、いいかな」
「はい…お約束は、確かに…」
「うむ…さて、何から話すべきか…実
は、Ａは、本来なら解雇されていた人
材なんだ。」
「ど、どういうことでしょう？」
「Ａは高い事務処理能力を買われて、
管理職の地位を登って行ったんだが、
部下が増えるにしたがって、トラブル
に収拾がつかなくなった」
「どんなトラブルだったんですか？」
「Ａは自分の仕事の仕方、方針につい
て、職場の声に一切耳を貸さないし、
知っての通りの不愛想だ。君のように
対応できる部下はまれだ」
「…はぁ…」

「案の定、部下の造反、立て続けの離
職者、にもかかわらず、Ａは反省すら
しない。協調性の欠片もない」
「それは…確かに…」
「そういう意味で、管理職としては失
格だった」
「それで、解雇に…」
「まぁ、そうだ。だが当時の人事部長
のＥが、周りとの協調性に全く頓着し
ないことも、これは一つの大きな能
力、強みだ、などと言いだした」
「ユニーク、ですね…」
「みんなあっけにとられたよ。だが、
Ｅ部長は、クビにするのはいつでもで
きるが、その前にその能力を試してか
らでもいいんじゃないか、とね」
「それで、Ａをどのように…」
「それが今のスタイルだよ」
「今のスタイル！？」
「周りと一切かかわらずに、自分の仕
事だけを黙々とこなす」
「あれは、会社の指示で…」
「その通り」
「でも、何のために…」
「Ａが配属される職場は、すべて重大
な問題を抱えている」
「そうです。誰も仕事をしない…」
「その実態を解明することが、Ａの仕
事なんだよ」
「ど、どういうことでしょうか」
「一言でいえば、Ａは、人事部が送り
込む、いわばスパイ」
「スパイ！？」
「おいおい、声が大きいよ」
「すみません…」
「Ａは黙々と仕事をしながら、職場の
状況をすべて人事に報告している」
「そうだったんですか」
「だから君を人事に異動させたんだ」
「はぁ…何と言っていいのか…」
「スパイだから、下手に人間関係を密
にされても困る。Ａは、そういう意味
でも格好の人材だと言う訳だ」
「でも、ハラスメントの加害者にまで
してしまうのは…」
「表向きだけだけどね…Ａ自身も了承
済み。Ｃは余計なことをしたよ。だ
が、おかげでＡの実態をカモフラージ
ュする材料にすることができた」
「ですが、Ａさんは、異動先で、ハラ
スメント加害者として…」
「Ａがそんなこと気にすると思う？」
「まぁ、確かに…」
「いずれまたＡに会うことがあると思
うけど、変な話はしないように」
「はい…って、Ａさんは、所属は人事
部、なんですか」
「立場上は、君の上司だよ。職場は違
うけどね。Ａ一人が担う特命を、これ
からも続けていくと思う」
「それを納得しているんでしょうか」
「さぁ…聞いたところで、Ａはうんと
もすんとも言わないだろ。ただ、これ
も人材活用の仕方じゃないのかな」

当事者の真意を読み取り、問題に対する
認識のギャップを埋め、話をつなぐ
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